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令和６年度（２０２４年度）第５回教育委員会（８月定例会）議事録 

 

１ 日時   令和６年（２０２４年）８月６日（火） 

午前９時３０分から午後０時２５分まで 

 

２ 場所    教育委員会室（県庁行政棟新館７階） 

 

３ 出席者   教育長             白石 伸一 

       委員              木之内 均 

       委員              田口 浩継 

委員              西山 忠彦 

委員              三渕 浩 

委員              園田 恭子 

 

４ 議事等 

（１） 議案 

議案第１号 熊本県教育委員会の点検及び評価について 

議案第２号 県立併設型中学校における令和７年度（２０２５年度）使用 

教科用図書の採択について  

議案第３号 県立ゆうあい中学校（夜間中学）における令和７年度（２０ 

２５年度）使用教科用図書の採択について 

議案第４号 県立特別支援学校小中学部における令和７年度（２０２５年 

度）使用教科用図書の採択について 

議案第５号 熊本県立美術館協議会委員の任命及び解職について 

議案第６号 教職員の懲戒処分について 

 

（２）報告 

報告（１） 令和６年度（２０２４年度）全国学力・学習状況調査の結果に 

ついて 

 

５ 会議の概要  

（１） 開会（９:３０） 

   教育長が開会を宣言した。 

（２）会議の公開・非公開の決定 

教育長の発議により、議案第５号及び議案第６号は、人事案件のため非公開

とした。 

（３）議事日程の決定 

教育長の発議により、議案第１号から議案第４号、報告（１）までを公開

で審議し、非公開で議案第５号及び議案第６号までを審議した。 

（４）議事 

〇議案第１号 熊本県教育委員会の点検及び評価について 

教育政策課長 

 教育政策課です。議案第１号「熊本県教育委員会の点検及び評価について」で 

す。３ページをお願いします。 

 提案理由ですが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定によ
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り、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成するとされていることから、御

審議をお願いするものです。 

 本報告書案については、７月の定例教育委員会において、一度報告させていただ

いたものです。 

 その後、第４回第４期熊本県教育振興基本計画検討・推進委員会を７月２６日に

開催し、外部有識者の皆様から御意見をいただきましたので、本日はその概要と、

今回の点検・評価の総括について御説明します。 

６６ページを御覧ください。 

「第２部 教育プランに関連する教育施策の実施状況」について、外部有識者の

方からいただいた御意見のうち、主なものをまとめています。 

【取組１ 家庭の教育力の向上】について、「遅い時間の就寝や朝食を食べない

など生活リズムの乱れが、その後の不登校等の発生にもつながると考えられる。規

則正しい生活リズムづくりを推進していただきたい。」との御意見、 

【取組５ いじめへの対応】について、「何かあった際に子供たちが相談するた

めのいじめ匿名連絡サイト（スクールサイン）の周知やスクールカウンセラー・ス

クールソーシャルワーカー等の配置について、関連する予算等の更なる拡充に努め

ていただきたい。」との御意見、 

【取組１２ 特別支援教育の充実】について、「特別支援教育の充実に向けて、

通級指導に関わる教員の指導力向上及び、通常学級における「誰もが分かりやすい

授業づくり」をはじめとする教員の対応力向上に努めていただきたい。」との御意

見、 

【取組２１ 県立高等学校の魅力化の推進】及び【取組２３ 地域とともにある

学校づくり】について、「地域の方々から子供たちの学びの充実のための取組を働

きかけても、学校側の都合で対応が進まない等、うまくいかない場合がある。積極

的に地域との連携を進めてほしい。」との御意見、 

【取組２６ 教育の情報化の推進】について、「ＤＸやペーパーレス化につい 

て、どちらかと言えば遅れている業界と考える。現場の負担軽減と教育活動充実の

ためにも積極的に取り組んでいただきたい。」「デジタル採点・分析ソフトの導入

について、教科等により使いやすい、使いにくいといった声があるようだ。学校に

とって、活用しやすい形での導入をお願いしたい。」との御意見をいただきまし 

た。 

 このように、外部有識者の皆様に、本県教育行政の諸課題について、専門的な知

見に基づく御意見をいただきました。県教育委員会としましては、これらの御意見

を踏まえ、課題への対応に向けしっかり取り組んで参ります。 

 最後に、今回の点検・評価の総括です。事務局として以下のとおり総括いたしま

した。 

 「第１部 熊本県教育委員会の活動状況」については、『教育委員会の活動につ

いては、定例・臨時の会議開催、学校訪問や各種行事への参加による学校現場の現

状把握、関係機関との意見交換等による連携強化及び、各種広報活動の充実など、

引き続き積極的な活動に努めていく。』 

 また、「第２部 「第３期くまもと『夢への架け橋』教育プラン」に関連する教

育施策の実施状況」については、『教育プランに掲げた指標について、全１５の指

標のうち、策定時に比べ改善した指標は１０指標、横ばいは４指標、悪化した指標 

は１指標となりました。 
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また、教育プランの最終年度である令和５年度の目標値達成状況について、 

「達成」は３指標、「概ね達成」は４指標、「未達成」は８指標となりました。 

新たに策定を予定している第４期熊本県教育振興基本計画において、改善・達 

成した指標に関する取組は継続して実施し、さらなる充実を図るとともに、未達 

成となった指標についてその原因を分析し、対応する取組について見直しや改善 

を図る等、課題への対応強化を目指す。』といたしました。 

  ７月の定例教育委員会における報告書案に以上の事項を追加し、報告書とした 

いと考えています。 

  ３ページにお戻りください。今後の予定についてです。最下段に記載しており 

ますとおり、９月県議会に報告することを予定しております。 

教育政策課からは以上です。御審議の程、よろしくお願い致します。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

６８ページの「地域の方々から働きかけても学校側の都合で対応が進まない」

というのは具体的にどういった話か、また６９ページの「広報活動の充実等」と

いう部分について、具体的にどういった活動を考えているか教えてください。 

市町村教育局長 

  地域の方々がこういう取組をやってはどうか等、提案をされた際に学校側が例

えば行事の予定等の都合で応えられなかった、地域の方々からみると学校側が受

け止めてくれなかったという意味の御発言と認識しています。 

西山委員 

  どんなことを働きかけられて、どんな都合で進まなかったのか精査した方が良

 いかと思います。地域との連携は、非常に重要なポイントなので掘り下げてもら

 えればと思います。 

園田委員 

  今の件について、私もＰＴＡとして現場で関わってきましたが、同じような悩

みを持っていました。ＰＴＡ活動としてさまざまな計画をしますが、土曜授業や

総合学習の時間をいただける場合もありますが、ただでさえ授業日数が足りない

中での調整は難しい、とほぼほぼ回答されます。地域とのつながりは、日頃の見

守りにつながるなどメリットもたくさんあるので、お願いするのですが、学校側

の事情も分かるので、それ以上の願いはしませんが、結局不発に終わることが多

かったです。 

市町村教育局長  

  実際の会議の際には、委員の方から具体的なお話はございませんでした。園田

委員がおっしゃるとおり、学校では地域との協働的な活動について年間計画を立

てているかとは思いますが、コミュニティスクールの場などでしっかりと地域と

連携していくことが大変重要だと考えておりますので、進めて参りたいと思いま

す。 

西山委員 

  地域の意見が取り入れられないのは、カリキュラムもあってというお話です 

が、総合学習の時間をもっと増やすなどしないと、この課題は堂々巡りではない

でしょうか。全国的には、午後の時間を全て総合学習に充てる学校もあると聞い

ています。そういったことを考えないと課題が解決しないのではないでしょう 

か。地域との連携は、今後一番大切な分野になりますので、改善ができればと思
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います。 

市町村教育局長 

  今お話のあった、午後を全て総合学習にするのは、文部科学省の特例申請をし

て許可を受けた学校ができるものです。専門的な話になりますが、総合的な学習

の時間は、学年によっても違いますが標準時数として７０時間の設定がありま 

す。この時間をどう活用していくのか、地域との連携は重要ですので、研究を進

めて参ります。 

西山委員 

  年間７０時間というのは、午後全て充てたらもっと取れるのではないですか。 

市町村教育局長 

  学習指導要領上で年間７０時間というということです。 

西山委員 

  実際に午後全てを総合学習に充てている学校がありますが、良いのか悪いの 

か、モデルになるのかならないのか、そうなれば地域も入ることができる、と 

考えてお尋ねしました。 

市町村教育局長 

  そういった部分も含めて研究して参ります。 

木之内委員 

  熊本県内に特例校はいくつありますか。 

市町村教育局長 

  総合的な学習に関して、特例を受けている学校はありません。 

義務教育課長  

例えば、英語の時数を増やすとかそういった特例校はいくつかございます。 

田口委員 

  熊本県は、地域を含む五者で子どもたちを支えていくとことからすれば、こう

いった意見が出るうちはまだまだ十分ではないという印象です。県立高校のあり

方検討においても、地域からニーズがある、地域から支えられる学校でないと存

続できないということにもつながるのではないかと思います。重要な事項と思い

ますので、引き続き検討をお願いします。 

園田委員  

  できれば、総合学習の時間のうち何割とか何時間とか、年間に数時間でもいい

ので固定で地域との時間を確保するようなことを決めてもらえると、地域として

ストレスにならないのではないかと思います。 

市町村教育局長 

  特に小中学校において、総合的な学習の時間が最も自由度が高い時間となりま

す。しっかりと研究を進めて参ります。 

西山委員 

  総合的な学習の時間は、どう取り組んでいくか最初は大変だと思います。先ほ

ど紹介した午後全て総合学習という事例は、渋谷区の小学校がそうなっていると

知りました。そこでは子どもたちが非常にいきいきと楽しく授業をやっていると

のことですので、ぜひ熊本県も午後全て総合学習に取り組んで、能動的な学びが

実践できればいいと思います。トライしていただくよう、よろしくお願いしま 

す。 

田口委員 

  私たちは小中学校に入って、いろいろな活動をさせていただくのですが、大学
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の教員が時々迷惑をかけるのが、既に次年度の教育課程が学校で組まれているの

に、そこに活動を組み込もうとするとなかなか難しいという事実があります。要

望をお持ちの方が、いつ頃までに相談すれば次年度可能になるという目安も伝え

ないと、齟齬が生まれるような気がします。整理してお伝えされると良いと思い

ます。 

教育政策課長 

教育政策課です。西山委員から広報についてのお尋ねがありました。広報に関

しては、１２ページの一番下のところから活動内容をまとめております。こうい

った活動を念頭にさらなる充実、また新たな広報チャンネルの開拓も含めて充実

させていくという主旨です。 

西山委員 

  ホームページについて、いろいろなことを発信していますということですが、

見る側からするとインパクトがないです。優先順位をつけてやっていかないと、

何もかもホームページといっても見ている人には伝わりません。教職員の募集や

教師の魅力化についても、掲載はしていますということですが、サブタイトルも

何もなくて、本当に発信できているのかどうか皆で見ながら研鑽していかないと

いけません。常に教育委員会の中でも相互に確認しながら、あるいは県民にアン

ケートをするなど、情報の発信を強化できればと思います。 

教育政策課長 

  今の御指摘、また以前から指摘いただいた点も含めて、ホームページについて

は外部の専門家に相談しながら、現在見直しに向けた準備を進めております。総

務省の地域情報化アドバイザー派遣事業への応募もしており、採択の結果を待っ

ています。採択されなかった場合も、別途アドバイザリー契約を締結することも

想定して、見直しを図って参ります。 

教育長  

他に何かありますか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございました。 

 

〇議案第２号 県立併設型中学校における令和７年度（２０２５年度）使用教科 

用図書の採択について 

高校教育課長 

  高校教育課です。議案第２号「県立併設型中学校における令和７年度使用教

科用図書の採択について」御説明いたします。 

 本日の資料は、紙で配付しております「選定資料」と「選定意見書」の２種類 

ございます。 

 資料の見方を説明する前に、まず、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措 

置に関する法律」第１３条第３項の規定で、中高一貫教育校において使用する 

教科用図書については、「学校ごとに、種目ごとに一種の教科用図書の採択を 

行うものとする。」とあります。本来ならば、県立併設型中学校３校（玉名高 

校附属中学校、宇土中学校、八代中学校）で使用する教科書は、学校ごとに採 

択することになります。 

しかし、６月７日に開催された第１回教科書選定委員会で、県立併設型中学
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校３校で使用する教科書について、教科指導研究などを共同で行っていくた 

め、３校同じ教科書を使うことについて合意されております。令和２年度の教

科書採択においても、３校同じ教科書を採択しておりました。この後、説明さ

せていただく「選定意見書」におきましても、学校ごとではなく、県立併設型中

学校の教科書との観点から選定されておりますので、事務局といたしましても県

立併設型中学校３校同じ教科書を採択していただければと考えております。 

それでは、資料の見方について御説明いたします。 

「選定資料」を御覧ください。 

この資料は、３校で各自に実施した調査研究に基づき、協議をとおして調査研 

究委員会としての各教科・種目の調査研究の結果をまとめたものです。 

１ページを御覧ください。教科名と、学習指導要領に示されたその教科の目標 

が記されています。 

４ページを御覧ください。表の左側は、「調査の観点」及び「調査の結果」を 

掲載しています。こちらは、県の調査結果を基に作成されたものです。 

資料の右側には、表の左側の観点を基に、中学校各教科の目標に照らし合わ 

せ、県立併設型中学校の教育活動に寄与することができる教科書かとの観点か 

ら、調査研究委員が教科書の調査研究を行った結果を記載しております。 

なお、★で始まる項目は、学習活動において生徒がＩＣＴを活用できる工夫が 

なされているかという観点についての項目です。 

調査研究の結果を、一番右側の欄に、各観点別に◎、○、△の記号で評価を行 

いました。◎は県立併設型中学校で使用する教科書として大変適しているもの、 

○は県立併設型中学校で使用する教科書として適しているもの、△は一般的なも 

のとなります。 

更に、その教科書の、県立併設型中学校の教育活動に寄与することができる教 

科書としての観点から全体的な評価を「総合評価」として、資料右側の一番上 

に、文章で示させていただいております。 

教育委員の皆様方には、事前に全ての選定資料を送付させていただいておりま 

したが、本日は抜粋したものを配付させていただいております。 

次に、「選定意見書」について御説明いたします。 

Ａ４縦置きの「選定意見書」は「教科書選定委員会の意見」が記載してあり、 

全種目大きく２段で構成しています。上半分程度に各者の総合評価、下半分程度 

にどの教科書が特に工夫がなされていたかと、その説明が記載してあります。こ 

ちらに記載された教科書が教科書選定委員会として選定した教科書で、採択を希 

望する教科書となります。 

 本日は、時間が限られていますので、３つの種目を例に、選定委員会としての 

意見を説明させていただきたいと考えています。 

 それでは、説明に入ります。 

  説明します種目は、社会（歴史的分野）、数学、技術・家庭（技術分野）で 

す。 

 まず、社会（歴史的分野）について説明します。 

  資料４ページを御覧ください。社会（歴史的分野）の教科書発行者は９者ござ 

います。各教科書の総合評価については、御覧のとおりです。 

  資料５ページを御覧ください。教科書選定委員会では、「東京書籍」が特に工 

夫がなされているとされました。 

  評価しました点について、２点御説明します。 
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  ２つ目のポツを御覧ください。 

東京書籍の教科書は、第２～７章の最後に「くらげチャート」「ステップチャ 

ート」「Ｘチャート」等の多様な思考ツールを活用して学習内容を考察する「ま 

とめの活動」が設けられており、思考を整理し、学びを深めることができるよう 

になっています。 

教科書は、付箋番号①の９５、９６ページを御覧ください。 

中世の学習を振り返るまとめの活動において、９５ページでは「くらげチャー 

ト」、９６ページでは「Ｘチャート」という多様な思考ツールを活用すること 

で、学習内容を整理し、学びを深めることができるような構成となっておりま 

す。 

資料にお戻りいただき、３つ目のポツを御覧ください。 

教科書は、付箋番号②の１３２ページを御覧ください。 

  １３２ページにある「みんなでチャレンジ」のコーナーでは、小集団での参加 

型学習を行うことができるよう、対話的な活動を効果的に実践できるようになっ 

ています。グループでの言語活動に積極的に取り組むことで、多面的・多角的な 

ものの見方の醸成につながり、学習内容の理解の深まりが期待できます。 

  以上のことなどから、社会（歴史的分野）においては、東京書籍が工夫されて 

いると評価いたしました。 

  社会（歴史的分野）の説明は以上です。 

 次に、数学について説明します。 

  資料８ページを御覧ください。数学の教科書発行者は、７者でございます。 

  各教科書の総合評価については御覧のとおりです。 

  教科書選定委員会では、「数研出版」が特に工夫がなされているとされまし 

た。 

  評価しました点について、２点御説明します。 

  ２つ目のポツを御覧ください。 

県立併設型中学校では、「なぜそうなるのか？」をしっかりと考え、さらにそ 

れを自分の言葉で説明できる力の育成を図っています。数研出版の教科書では、 

「ＴＲＹ」や「説明しよう」等の生徒の思考力や表現力をより効率的に高めるた 

めの工夫がなされています。 

教科書は、付箋番号③の１６ページを御覧ください。下段の枠内には「説明し 

 よう」が設けられており、生徒に思考させ、説明させる場面を設定されておりま 

す。 

続きまして、教科書の付箋番号④の１２３ページを御覧ください。「ＴＲＹ」 

 として、生徒キャラクターの対話場面により、数学的活動を促すことで新しい内 

 容を学ぶことができるようになっております。 

資料にお戻りいただき、最後のポツを御覧ください。 

県立併設型中学校には数学への興味・関心が高い生徒も多く、高校数学の内容 

も先取りする形で授業を行っています。数研出版の教科書には発展的な内容とし 

て、三角形の外心・内心、条件付き確率など、高校数学の内容も取り扱ってお 

り、学んでいる内容とこの先の学びのつながりを意識できるものとなっておりま 

す。 

教科書の付箋番号⑤の２０７ページを御覧ください。ここでは高校の数学Ａで 

学習する条件付き確率について触れてあります。 

以上のことなどから、数学においては、数研出版が工夫されていると評価いた 
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しました。 

数学の説明は以上です。 

最後に、技術・家庭（技術分野）について説明します。 

  資料１５ページを御覧ください。技術・家庭（技術分野）の教科書発行者は３ 

者ございます。 

  各教科書の総合評価については、御覧のとおりです。 

  教科書選定委員会では、「東京書籍」が特に工夫がなされているとされまし 

た。 

  評価しました点について、２点御説明します。 

  ３つ目のポツを御覧ください。 

  教科書の全体的な構成として、問題解決のプロセスに沿った構成になってお 

り、ＳＤＧｓとの関連が随所に散りばめられているため、技術分野における学習 

内容と社会の課題を関連させながら学習することができるよう工夫されていま 

す。 

  教科書は付箋⑥の５８ページをお開きください。５８ページから７１ページに 

かけて材料と加工の技術について、問題解決のプロセスに沿った流れで示されて 

おり、生徒たちが主体的に問題を見い出し、柔軟に問題解決に取り組むことがで 

きる構成となっております。また、７２ページから７７ページにかけて問題解決 

の例も示されております。 

  資料１５ページに戻りまして、４つ目のポツを御覧ください。 

  「調べてみよう」や「考えてみよう」など、調べるポイントや比較するポイン 

トが示されていることで、深い学びの実現のための工夫がなされております。ま 

た、随所に「リンクマーク」が記載されており、他教科の学習内容を関連させて 

思考する教科横断的な学習につなげることができるようになっております。 

  付箋⑦の９４ページを御覧ください。中ほど右側にリンクマークが付されてお 

り、関連する教科書内のページ数や他教科との関連を示してあり、教科横断的な 

学習につながることが期待されます。また、教科書の付箋⑧の９５ページを御覧 

ください。「考えてみよう」として肥料の量の違いによる成長の差を考える場面 

が設定されており、より深い学びにつながることが期待されます。 

以上のことなどから、技術・家庭（技術分野）においては、東京書籍が工夫さ 

れていると評価いたしました。 

  技術・家庭（技術分野）の説明は以上です。 

 時間の都合上、３種目を例に御説明しましたが、以上のような調査結果から、 

各種目の教科書を選定いたしました。 

  御審議・御採択、よろしくお願いいたします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

 教科書の内容について、しっかり検証していただいたと思いますし、大変だっ

たと思います。数研出版の数学の教科書を見てみると、２次元コードの横にリン

ク先のイメージや資料についての説明がついており、とても良いと思いました。

２次元コードは、流行りでもありますし、使った方が良いと思いますが、その中

身が非常に大切だと思います。今後、選定いただくときには、２次元コードの先

がどのような感じになっているのかも含めて見ていただくとよいのかなと思いま

す。中には、帳面消しの２次元コードもあったように感じましたので、大変です
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けれどもよろしくお願いしたいと思います。 

高校教育課長 

ありがとうございます。２次元コードはどの教科書にも入ってきておりまして、

リンク先も様々ですが、基本的に採択自体に２次元コードのリンク先を考慮する

ということはやっておりません。ただし、選定資料の中には２次元コードの掲載

数を調査し、記載しているところです。今後は、２次元コードのリンク先を使っ

てみてどうかというところも観点として入ってくることになるかもしれませんが、

現在はそのような対応をしているというところです。 

西山委員 

ありがとうございます。２次元コードがたくさん載っていても、リンク先の内

容は何のことはないというものも多いので、２次元コードの数を評価されるとち

ょっと間違ったことになるかもしれないと思った次第です。大変だと思いますが、

よろしくお願いします。 

田口委員 

説明ありがとうございました。今日、説明いただいて県立併設型中学校に特化

した視点をお持ちだということがよく理解できました。資質・能力の育成、思考

力の育成、高校の学びにつながる発展的な内容が扱われているか等、併設型中学

校であるからこそ、重要な視点ということも考えていただけていることがよく分

かりました。ありがとうございました。 

園田委員 

子どもたちが教科書を学校に置いて帰ることは、親としてもありがたく思って

います。教科書も最近すごく重くなってきており、子どものバッグを測ってみた

ら１０ｋｇ以上ありました。夏の暑い中、それを持って歩くのもきつく、大変な

ので、２次元コードがどんどん進んでいくと良いと思いました。 

この前も２次元コードが結構増えていると説明をいただいたのですが、２次元

コードが教科書にしか載っていなければ、家では全く使えませんので、２次元コ

ードの一覧のようなものがあると良いと思いました。２次元コードから教科書の

紙面を見られるものや解説動画を見られるものなど、出版社によって様々な工夫

がされているので、今後に向けて親の希望としてお伝えしたいと思います。どう

ぞよろしくお願いします。 

三渕委員 

教科書がとてもきれいで、勉強したくなるなと思いました。それぞれの教科で

一番良いものを採択するということだと思いますが、いろいろな教科を学習する

ときに、同じ教科書が良いということはないのでしょうか。例えば、先ほどの説

明で、技術の教科書には理科のこの分野を参考にすると良いなどと書かれている

とのことでしたが、技術と理科は同じ東京書籍の教科書だったらうまくつながる

ということはないのでしょうか。 

高校教育課長 

基本的には種目ごとの採択ということになりまして、同じ会社の教科書同士で

つなげているということはございません。それぞれの種目の中で判断していると

ころでございます。 

三渕委員 

例えば技術の付箋⑦の箇所には、理科２年の植物の体づくりと働きと書かれて

いますが、参考として他教科の項目を見るときに、特に東京書籍の教科書でなく

ても理科２年というのであれば、そういう項目があるということでしょうか。 
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高校教育課長 

ページ番号が記載されているものについては同じ教科書のページ番号で、他教

科の項目が記載されているものについては、学習指導要領上、何年生のどの教科

で学ぶかということが記載されているということです。 

教育長 

今後、デジタル教科書が進んでいくと思いますが、今の状況を教えてもらえま

すか。 

義務教育課長 

義務教育課です。今、文部科学省ではデジタル教科書の実証事業を行っており

まして、英語は小中全ての学校に、算数は半数の学校にデジタル教科書を無料で

配布しております。実証事業の対象校以外については、市町村で料金を支払い、

デジタル教科書を導入しているところもあります。この実証事業を経て、将来的

にはタブレットさえ持っていれば教科書を見られるということになっていくので

はないかと思っているところです。 

教育長 

他に何かございませんでしょうか。 

特にないようでございましたら、この件については、原案どおり可決してよろ

しいでしょうか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございました。 

 

〇議案第３号 県立ゆうあい中学校（夜間中学）における令和７年度（２０２５ 

年度）使用教科用図書の採択について 

義務教育課長 

  義務教育課です。議案第３号「県立ゆうあい中学校（夜間中学）における令和 

７年度使用教科用図書の採択について」御説明いたします。 

本日の資料は、紙で配付しております「調査研究の方法及び選定意見書の見 

方」と「選定意見書」の２種類でございます。 

まず、「調査研究の方法及び選定意見書の見方」について説明します。 

資料の「調査研究の方法」を御覧ください。 

昨年度は開校前に夜間中学の教書採択を行い、県立の３つの中学校が使用して

いる教科書を基本としながらも、生徒のニーズが他の３つの中学校とは異なるこ

とから、県内市町村立中学校で使用されている教科書も含めて調査研究を実施し

ました。 

本年度は、法令による４年に一度の教科書採択替えの年であるため、各種目、

全ての教科書発行者の教科書について、昨年同様、調査研究を実施いたしまし 

た。県で作成した「選定資料」を参考に、県立ゆうあい中学校の生徒が使用する 

上で特に必要と考えられる３つの視点を重視して、調査研究を実施したところで 

す。 

次に選定意見書の見方について説明します。 

資料は、２段で構成しています。 

１段目は、各教科書発行者の特徴を示しています。 

２段目は、県立ゆうあい中学校の生徒が使用する上で必要と考えられる次の３

つの視点から、選定委員会で特に工夫されていると評価した教科書の特徴を示し
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ています。 

調査研究の３つの視点について説明します。 

視点１は、「基礎・基本の定着のための工夫がなされているか」でございま 

す。 

理由は、ゆうあい中学校には、１０代から高齢者まで幅広い年齢層に加え、習 

熟度の幅が広いことから、小学校の振り返りを含めた基礎的・基本的な学習がで 

きるような工夫が必要であるためです。 

視点２は、「視覚的に理解できる工夫がなされているか」でございます。 

理由は、ゆうあい中学校には、日本語指導が必要な生徒や文字の読みに困難さ

を感じる生徒が在籍していることから、写真やイラスト等が効果的に用いられる

ことで興味・関心が高まり、視覚的に理解できるような工夫が必要であるためで

す。 

視点３は、「人権尊重に基づく学習活動等の配慮がなされているか」でござい 

ます。 

理由は、ゆうあい中学校は、生活を含む多様な背景を持った生徒が在籍してい 

ることから、互いを尊重する姿勢や人権感覚を養い、人権感覚を高めることが必 

要であるためです。 

それでは、選定委員会の意見を説明させていただきます。時間の都合もござい

ますので、今回の選定で、現在、使用されている教科書と異なる発行者を選定し

た「理科」の１教科についてだけ、説明させていただきます。 

それでは、理科について説明します。 

選定意見書９ページ、「種目 理科」を御覧ください。 

上段の「理科の各教科書の総合評価結果」を御覧ください。 

理科の教科書発行者は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、啓林館

の５者あります。各教科書発行者の総合評価結果はそこに示しているとおりで 

す。 

下段を御覧ください。 

選定委員会では、教育出版が特に工夫なされているとされました。 

評価した点について、先ほど説明した３つの視点で説明します。 

１つ目のポツを御覧ください。 

各章はじめの「これまでの学習」では、小学校や本単元までに学習した関連の

ある内容が示され、単元末の「要点と重要用語の整理」では、重要用語の右側に

解説文やイラストが記載されており、これまでに学習した基礎的・基本的事項を

ふり返りながら、学習を進められるようになっています。 

教科書は、「中学理科３年生」、付箋番号①の１４２ページを御覧ください。 

「地球と宇宙」の第３章「月や惑星の動きと見え方」のページです。ページ下段

の「これまでの学習」では、「おさらい」として、小学校４年生で学習する「月

と星」と小学校６年生で学習する「月と太陽」の学習の内容が示されています。 

続いて、付箋番号の②、２４４ページを御覧ください。 

単元末にある「要点と重要用語の整理」のページとなります。 

左側に重要用語、右側にその解説文とイラストが示されています。 

重要語句の該当ページがその横に示され、重要用語を確認しながら単元の内容

を振り返る構成となっています。 

このように、教育出版は、小学校との関連や既習事項等が示され、それまでの

内容を意識して学習を進められる構成になっており、「県立ゆうあい中学校の生 
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徒が使用する上で特に必要と考えられる視点」の１つである「基礎・基本の定着

のための工夫」としての特徴が見られたところです。 

選定意見書にお戻りいただき、２つ目のポツをご覧ください。 

本文の記載文字が大きく、重要語句が色付きで示されており、これまでに学習 

した基礎的・基本的事項をふり返りながら、学習を進められるようになっていま 

す。 

教科書は、付箋番号③の２５３ページを御覧ください。 

単元名は「自然環境や科学技術と私たちの未来」の第１章「生物と環境の関わ

り」です。 

ページの上段では「環境」や「生態系」と言った重要語句がオレンジの色付き

で示されており、ふりがなが振られています。 

また、文字のサイズも他者と比較すると大きく、重要語句が色付きで示されて

おり、「県立ゆうあい中学校の生徒が使用する上で特に必要と考えられる視点」

の２つ目である「視覚的に理解できる工夫」としての特徴が見られたところで 

す。 

選定意見書にお戻りいただき、３つ目のポツをご覧ください。 

「道具を使った仕事」では、車椅子に乗っている人が移動しやすいように傾き

の角度が小さいスロープについての話題が学習内容に関連として紹介されたり、

「ハローサイエンス」では、情報モラルの話題が取り上げられたりして、人権尊

重や多様性について意識できるようになっています。 

教科書は、付箋番号④番の２２１ページを御覧ください。 

ページの下段、「道具を使った仕事」では、車椅子に乗っている人が移動しや

すいように、傾きの角度が小さいスロープが設置されていることが示されていま

す。 

また、付箋⑤番の２９７ページを御覧ください。 

ページの中段、「ハローサイエンス」では、情報モラルの話題が取り上げら 

れ、「自分の情報発信で誰かを傷つけたりすることがないよう、十分に配慮した

使い方が求められます」といった内容が記載されており、人権について意識でき

る内容となっています。 

このように、教育出版は、「県立ゆうあい中学校の生徒が使用する上で特に必

要と考えられる視点」の３つ目である「人権尊重に基づく学習活動等の配慮」と

しての特徴が見られたところです。 

以上のことなどから、理科においては、教育出版が特に工夫されていると評価

しました。 

以上、理科の説明を終わります。 

時間の都合上、現在使用している教科書と異なる発行者を選定した理科につい

てのみ御説明しましたが、他の教科については、同様に選定した結果、現在使用

している教科書と同じ発行者となりました。 

御審議・御採択、よろしくお願いいたします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田口委員 

  ゆうあい中学校の特徴、状況を踏まえての視点１から３を設定されて、それに

基づいて検討されているということは非常に理解できました。重要なことかと思

いました。ただ一つ、気になるのが、主要な教材は教科書ですが、教科書だけに
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全てを求めた方がいいのか、または、教科書を補うものを含めた形で、トータル

で教材を提供するというのを目指してもいいのかと思います。 

例えば、小学校の１年生から６年生までの教科書がどこかに置いてあってそれ

を上手に使ったり、プリント類を使ったりすると、違う教科書が良いということ

もあります。中学校も学習指導要領に基づいた目標が設定されており、それを実

現すべきというのが一番の前提にあると思います。それを抜きにして、分かりや

すいから、文字が大きいから、写真が大きいからという理由だけで選んでしまう

と、使っている分には使いやすいかもしれませんが、結局は中学校の学習指導要

領の目標に達しない、そんな授業になる可能性もあるということを懸念するとこ

ろです。 

実際にある教科書でありましたが、一番簡単で使いやすい教科書ですが、その

教科の目標に達するためには、それを補う教員の力量がない限り、その教科書で

は無理だということが以前あったように記憶しています。その部分も含めて検討

すべきかどうか検討いただければと思いました。 

義務教育課長 

  御意見ありがとうございました。いろいろな要素があるかと思いますので、今

後検討する際の参考にしたいと思います。現在のゆうあい中学校の状況ですが、

教科書だけで授業をするのは難しい状況で、実際に先生方が自作プリントを作っ

たり、小学校の教科書を活用したりしながら、工夫して授業を進めておられると

ころです。今回の教科書の選定につきましても、実際にゆうあい中学校の先生方

にも御意見を伺って選定させていただいたところです。 

西山委員 

  ありがとうございました。中味については十分に精査していただいていると思

います。教育出版社の理科の「第２ 自然の探究」では、最初に３ページくらい

探究の仕方が説明してあり、ゆうあい中学校だけでなく、他の中学校にもいいな、

そこの部分はこれからの方向が出ているのではないかと思って見せていただいた

ところでした。中味の方は精査いただいていると思いますので、異議はありませ

ん。 

教育長 

他はよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇議案第４号 県立特別支援学校小中学部における令和７年度（２０２５年度） 

使用教科用図書の採択について 

特別支援教育課長 

特別支援教育課です。議案第４号「県立特別支援学校小・中学部における令和 

７年度（２０２５年度）使用教科用図書の採択について」御説明します。 

資料７５ページです。 

提案理由は、県立特別支援学校で使用する教科用図書は、教育委員会において 

審議し、採択する必要があるためです。 

次の７６ページ資料１を御覧ください。 

特別支援学校で使用する教科書には、①文部科学省検定済教科書と、②文部科
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学省著作教科書、③一般図書の３種類があります。 

７７ページの資料２を御覧ください。採択の流れにつきましては、学校が選ん

だ図書を特別支援教育課で点検の後、教科書採択委員会で審議し、教育委員会に

諮る流れとなっています。教科書採択委員会は７月２３日に実施いたしました。

 また今年度は、中学部用の検定済教科書が４年に一度の採択変更の年に当たり

ますので、準ずる教育を行う盲学校、熊本聾学校、松橋支援学校、松橋東支援学

校、黒石原支援学校の５校から審査委員を選出して合同選定委員会を開催し、中

学部用の検定済教科書の選定を行いました。 

それでは、採択案について説明します。本日は、事前に送らせていただきまし

た資料の中から、必要な箇所を抜粋したもので説明いたします。 

まず、検定済教科書についてです。７８ページ上段の表を御覧ください。 

検定済教科書は５校で選定されています。使用教科の欄にある（全）の表記 

は、全ての教科を選定しているという意味です。小学部は１３種類、中学部は１

６種類になります。 

８３ページを御覧ください。熊本聾学校の一覧を載せています。小学部が国 

語、書写等１３の教科書種目、中学部が１６の教科書種目で選定されています。 

中学部用は今年度採択変更となりますが、書写や社会の地理・歴史等（音楽、 

美術）は学習指導要領において複数学年の指導内容が一体で示されており、ま 

た、英語、道徳は学習内容の連続性に配慮する必要があるため、２・３年生は 

採択変更前の発行者の教科書を使用する必要があります。そのため採択変更前 

後の両方を選定するなど、教科の内容の示され方等に従って選定しています。 

次に、著作教科書について説明します。著作教科書については小中学部のあ 

る全ての学校１７校で選定されています。 

８６ページの中学部を御覧ください。盲学校が中学部用に選定した著作教科 

書です。１番から２８番は下学年代替の学習を行うための小学部用と同じ点字 

教科書、２９番から４７番までが、中学部用検定済教科書を点訳する点字教科 

書になります。 

国語、社会、数学、理科、外国語、道徳については、検定済教科書を発行し 

ている各者から文部科学省が１者を選定し、それを受けてボランティア団体等 

が点字教科書を作成して発行します。現時点ではどのボランティア団体等が発 

行者となるか決まっていないため、発行者を「未定」としています。 

また、この点字教科書のもとなる検定済教科書を「原典」といい、これも選 

定しておく必要があります。８２ページの盲学校検定済教科書の選定案の中に、 

該当教科の「原典」を記載しています。 

続きまして、８８ページを御覧ください。こちらは熊本支援学校が選定した 

知的障がい者用の著作教科書です。 

「こくご」「さんすう」などの教科名の後の☆印は学習内容の段階を示して 

おり、☆が増えるほど難しい内容になります。☆１から３が小学部、☆４と５ 

が中学部といった取扱いです。 

お手元にお配りしている見本本は今年度初めて発行される「社会」の著作教 

科書です。「社会」は中学部のみの教科ですので、☆４と５が作られていま 

す。「社会☆４」の付箋①のページを御覧ください。「地域の安全」という題 

材のページです。 

実際の授業場面では、教科書の絵を読み取ったり、自分の経験を出し合った 

りして、社会の仕組やそれぞれの役割などを学んでいきます。ＱＲコードが記載 
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されていて、現在準備中ですが、手持ちのタブレットで動画等を見ることができ 

るようになります。 

それでは、最後に一般図書について説明します。 

一般図書も小中学部のある全ての学校１７校で選定されています。各学校で 

は、この採択希望図書の中から、児童生徒の実態に合わせて図書を給与します。 

９２ページを御覧ください。熊本支援学校が中学部用に選定した一般図書から 

８６番 開隆堂「職業・家庭たのしい家庭科わたしのくらしに生かす」で御説明 

します。見本本を御覧ください。この本は知的障がい特別支援学校で多く活用さ 

れているものです。 

付箋②目次をお開きください。御覧のように、家庭に関する実践的・体験的な 

学習活動をとおして、よりよい生活の実現に向けて工夫する態度や能力の育成を 

目指していきます。 

次に付箋③のページでは、「衣服をきれいにしよう！」として、きれいな衣服 

を着続けるために必要な事柄について学ぶ内容が示してあります。 

このように、具体的なイラストや分かりやすい文章で示してあることで、要点 

をつかみやすくなります。学校や家庭での実際的な場面での学習と合わせて繰り 

返し学ぶことで、基本的な生活習慣や適切な行動の取り方等を学ぶことができま 

す。その他、文字や数への関心を高める絵本や音や光など感覚を使った学習に使 

う絵本など、児童生徒の学習段階に応じた図書が選定されています。 

以上が特別支援学校で選定された教科用図書の採択案です。 

御審議をお願いいたします。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

  この社会の教科書（文部科学省著作教科書 社会☆☆☆☆）にも二次元コード

がありますが、今後作っていただく時には、二次元コードの説明が書いてあると

入りやすいです。文部科学省がモデルにならないといけないと思います。このバ

ーコードに入って何が見られるのか、全ての教科書に通ずるところではあります

が、これからの教科書についてはそういう意見も伝えていただくとありがたいと

思います。 

  それから、園田委員も言われましたが、教科書を学校に置いて帰る場合でも、

バーコードの説明があって、それが２，３枚の手帳みたいになるのでしょうか。

こういうのも今後あったらいいと思います。バーコードがどんどん活用されてい

くと思いますので、そういう御意見も伝えてください。よろしくお願いします。 

特別支援教育課長 

  ありがとうございます。この著作教科書にＱＲコードが載ったのは初めてだと

思います。今年作られて社会に載りましたが、先程、西山委員がおっしゃったと

おり、そのＱＲコードがどこのページに飛ぶということが書いていないです。確

かに、開いてみてのお楽しみ的な感じになっています。分かりやすさでいうと少

しどうかなと思います。貴重な御意見ありがとうございました。 

教育長 

  支援学校ごとに違うのですか。 

特別支援教育課長 

  検定済教科書については、合同の選定委員会を開きますので、準ずる学校につ

きましては同じになります。その他、著作本、一般図書につきましては、それぞ
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れの学校の子どもたちの特性に合わせて選定をしていますので、学校ごとに違う

というところもありますし、同じというところもあります。 

田口委員 

  ＱＲコードの飛び先の質の差が大きいなと思います。先程の教科書も含めてで

すが、今後はＱＲコードの中身も充実しているかどうかについても、要件にいれ

られるかどうかを御検討ください。数だけではないと思います。 

教育長 

他はよろしいですか。 

では、この件については原案どおり可決してよろしいですか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

〇報告（１） 令和６年度（２０２４年度）全国学力・学習状況調査の結果につ 

いて 

義務教育課長 

  義務教育課です。報告（１）「令和６年度（２０２４年度）全国学力・学習状

況調査の結果」について、御報告いたします。 

９３ページを御覧ください。まず、結果の概要について申し上げます。 

教科に関する調査結果について、数値の詳細は裏面の「３」に記載しています

が、小学校では、国語は全国平均とほぼ同じ状況であり、算数は全国平均を下回

っていました。 

中学校では、国語と数学は全国平均を下回っていました。 

児童生徒が回答する質問調査結果は、次ページの「４」に記載していますが、 

「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週３回以上使っている」等と 

回答した割合は、全国平均を上回っており、「学校に行くのは楽しい」は、本県は 

例年高い傾向にあります。 

一方で、「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している」等と回答した割

合は、全国平均を下回っていました。 

学校が回答する学校質問調査では、「教員が授業で問題を抱えている場合、率先

してそのことについて話し合うことを行った」等と回答した割合が、全国平均を

上回っていました。 

次に調査の概要についてです。 

本調査は、今年４月１８日に実施されました。 

調査の目的や対象、内容等については、資料の調査の概要（１）～（６）に書

いてあるとおりです。 

次に、９４ページを御覧ください。 

「教科に関する調査結果」の表中の数値は、平均正答率を示しています。国の 

値は、小数点第一位まで公表されていますが、県の値は、平成２９年度から整数 

値のみで公表されています。 

表は、令和５年度と比較しています。令和５年度と比較して、算数・数学は全 

国を下回ってはいるものの、若干改善が見られる状況です。 

ここで、実際の問題を示して御説明します。 
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スライド１の画面は、中学校数学１番の問題で、偶数の理解という基礎的な問

題ですが、全国平均を５．７ポイント下回っており、約３割の正答率です。 

スライド２、昨年度の１番、自然数を選ぶ問題も全国平均を８．２ポイント下

回っていました。 

スライド３、更に令和４年度の１番、素因数分解についても全国平均を下回っ

ていました。このような基本的な問題の正答率が低い状況が続いています。 

スライド４、次に小学校算数の問題です。小学校は、左の（１）の小数の割り

算ですが、基礎的な計算は全国を上回っています。しかし、右側の（２）のよう

に思考に関わる問題になると正答率が下がります。 

今後、他の問題も含めて分析を進め、より具体的な対策をお示ししていこうと

考えています。 

「質問調査の主な結果」では、この資料に載せているものは６０数項目の中か 

ら、成果や課題があったものを載せています。その中で、昨年度から重点的に取 

組んでいる上から５点目、「授業で課題の解決に向けて、自分で考え、自分から 

取り組むこと」いわゆる、主体的に取り組む部分は全国平均を下回っています。 

例えば、学力上位県はこの項目が高いと分析しており、この部分を改善したい 

と考えています。その下の「授業の内容がよく分かる」についても上位県は高い 

ことが分かっています。この項目は全国平均に届きませんでしたが、昨年度と比 

較すると若干改善傾向が見られています。引き続き、授業力の向上に向けて取組 

を進めていきます。 

スライド５の画面を御覧ください。授業力の向上に向けてどのような取組をし 

ているのか御説明します。今年度は「『子供を学びの主体とする』授業力の向 

上」のために、「熊本の学び」プロジェクト校を昨年度の２地域から９地域１３ 

校に拡充し、県教委が伴走型で支援しながら研究を進めています。 

また、学力向上アドバイザーも昨年度の３人から５人に拡充して配置していま

す。 

先程、総合的な学習の時間が話題になりましたが、菊池南中学校の欄を御覧く

ださい。ＥＳＤ教育、持続可能な開発のための教育に以前から総合的な学習の時

間で取り組んでいます。 

 今回プロジェクト校は、学力向上だけではなく、授業力向上とともに、総合的 

な学習の時間、キャリア教育、道徳教育などと関連させながら、最終的に学力向 

上につなげるねらいで今年度から取組を始めています。 

また、その下に示しています津奈木小中学校は道徳教育の指定校ですが、総合

的な学習の時間の取組も活発に行われています。小学校ではサラダ玉ねぎ、中学

校では寒漬け大根を栽培、地域とともに販売する活動が行われています。総合的

な学習の時間を地域とともに行い、道徳とつなげていく取組をされています。 

地域で特色ある取組が進められる中で、子どもたちの資質・能力をしっかりと

育成していきたいと考えています。 

スライド６、令和６年３月には、家庭学習の充実に向けた資料を教育委員会の

ホームページに掲載するとともに、各学校に提供しました。資料には、スライド

に示している自主学習ノートの参考様式例や、学校の好事例などを紹介していま

す。資料については、参考になるという保護者の方からの声も聞かれているとこ

ろです。今後、資料をリニューアルしながら発信をしていきます。 

スライド７、今後、各学校が結果分析により、明らかになった課題に対して、

具体的な取組を進めていけるように、更に詳細な結果分析を行い、課題改善に向
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けた参考資料を作成し、各市町村教育委員会・各小中義務教育学校に提供する予

定です。 

なお、本県教育関係機関の代表者等で構成する「学力向上推進本部」を８月２

３日に開催し、全国学力・学習状況調査等の結果分析等を踏まえて、学力向上の

方針を協議する予定としているところです。 

また、各管内の校長会で、今回の調査結果を分析した資料を基に、概要やこれ

からの方向性を説明する予定です。 

以上で報告を終わります。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

西山委員 

  先ほど探究の時間が足りないという話題がありましたが、説明にあった津奈 

 木小学校はどのように取り組まれているのでしょうか。 

義務教育課長 

  学習指導要領に定められた時間数の中で取り組まれています。 

西山委員 

 指導要領に従っていると探究学習ができないように聞こえますが、小中学校 

共に地域との連携をやっていく必要があるのではないでしょうか。地域が盛り 

上がらないと、地域の県立高校の魅力化が進まないのではないでしょうか。で 

すから小学校、中学校から探究学習の時間を増やして、地域と連携した学習を 

行う必要があります。津奈木小学校の事例を拡大できればよいと思いますの 

で、よろしくお願いします。 

田口委員 

  今回、全国に若干劣っていますが、一喜一憂するのではなく、先にやるべき 

 ことがあるということが見えてきたように思います。例えば９４ページ「授業 

 では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むこと」が低いという 

ことは、先生方の指導観や、どんな力を目指して、どんな授業をするのかが転 

換できていないような感じを受けました。 

 以前、県立教育センターにいらして、現在、現場の校長をされている方と話 

したところ、教員の意識についてお話しをされていました。教育センターを中 

心に先生方への研修も行われているようですが、この点がまだネックになって 

いるのではと思ったところです。 

 先程スクリーンで示された中に菊池南中学校がありましたが、昨年、菊池市 

教育委員会が開催された先生方への研修で講座を担当しました。その感想か 

ら、複数の子どもたちが、「このことについてのメリット、デメリットは」と 

いったキーワードで細かい分析を行っていて、表面的な捉えではなく、思考力 

が高まっている印象を受けました。 

 それが今日説明された探究学習に取り組まれている成果ではないかと思った 

ところでした。このような実践が各地で広まるとよいと思っています。 

義務教育課長 

  御意見ありがとうございます。おっしゃるとおり、私たちもそのように思っ 

 ております。これまでは学力向上、指導力向上と言っていましたが、子どもた 

 ちとともに作っていく授業にしていこうということで、授業力の向上を掲げて 

 います。 

授業観の転換と同時に、研修観の転換が必要だと思っております。本課でも、 
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研修の在り方を、自分事として考え、自分で課題を見つけるということを子ども 

ちの前に、先生方がまずやっていくことができるように変えているところです。 

田口委員 

  先々週、熊本市の先生方に対する研究の仕方をどう生かすかという講座を担 

 当させていただきました。先生方が行われた研究活動が、実は探究活動だとい 

う話と、その中で身についた研究に対する見方・考え方が実は授業改善の見方 

・考え方につながるというキーワードで、先生方が理解されました。毎日の授 

業を作り上げることがまさしく探究活動で、調べて、まとめて発表というとこ 

ろが、毎日の授業に当たります。その繰り返しや研究で身に付いた視点を生か 

していくことをこれから授業でもやっていかれることが分かりました。 

三渕委員 

  学力上位県の理由の１つに、塾などではなく、家庭学習の効果がうまくいっ 

 ているのではないかというお話しを聞いたかと思いますが、今回、質問調査が 

行われる中に、保護者の方の御意見などはありますでしょうか。 

義務教育課長 

  保護者の方への質問調査は行われておりません。今後、各学校が公表します 

ので、その際に保護者の方の御意見は聞くことになるかと思います。 

三渕委員 

  先生方がいろいろ取り組まれることと、家庭学習をうまくやっていくという 

 こと、いろいろなノートの話も以前からありますが、うまく利用して学校と家 

庭が協力してやっていくことが大事かなと思いました。 

木之内委員 

  全体をいろいろ比べてみると、わりと注意しなくてはいけないと思うのが、 

９４ページ「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝 

わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している」が約６０ 

パーセント前後という点だと思います。やはり、いかに伝える表現力がないか 

を工夫できないから、数値的には非常に目立っている印象を感じます。ある部 

分で、日本の特徴というか、探究学習が大事になることを表していると思いま 

すが、伝えられないと勉強して詰め込んでも、何も分からないということはあ 

りませんが、日本の１つの学習の特徴のような気がします。このような全体に 

パーセンテージが低い値を本格的にどう上げるのか、ある程度いいものを更に 

上げることも大事ですが、この部分は非常に重要ではないかという感じを受け 

ました。 

義務教育課長 

  ありがとうございます。我々も同じように考えておりまして、ただ単に調査 

 結果の数値だけではなく、子どもたちが感じている部分や我々教員側が発表す 

 るような場を設けていないことが原因だと思いますので、そのことをしっかり 

 伝えて対策を講じていこうと思います。 

西山委員 

  計算はできるが思考力がないという点を高めるために、授業力の向上とおっ 

しゃいましたが、もう何度も言いますが、制度を変えたほうがいいのではない 

でしょうか。詰め込みは詰め込みとして、思考力を付ける学習は思考力をつけ 

る学習として、教科の中で両方行うことはなかなか難しいと思います。詰め込 

みと言うと表現が悪いのですが、そういう教育も要るでしょうし、もっと要る 

のは思考力だと思います。思考力を付けるために、今までの教科の中でいろいろ 
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な工夫をしながらというのは無理があるような気がします。午前中は詰め込みで、 

午後は思考力というように、渋谷区の学校はそのようにやっています。 

熊本県でもそのようにして、思考力を重視して、能動的な学びができれば、家 

庭での勉強もできますから、もう半日で教科の要領はカバーする等、制度を変え 

ないと、授業力向上は当然、頑張っておられると思いますが、制度を変えた方が 

すっきりできるような気がします。御検討いただければと思います。 

義務教育課長 

  制度については、文部科学省にも伝えようと思います。学校では単元の授業時 

間の中で基礎をきちんと徹底する時間と、思考をしっかり伸ばす時間をとってい 

ます。また、総合的な学習の時間も７０時間に少しプラスする学校もあると思い 

ます。活動によっては、ある時期にまとめどりして実施する場合もありますので、 

今週の午後は総合という時間の取り方など、めりはりをつけてやらせていただい 

ているところです。 

西山委員 

  分かりました。ありがとうございました。先ほどのホームページで家庭学習の 

ところにたどり着かれた保護者の方がいらっしゃったのはすごいと思います。 

義務教育課長 

  検索でヒットするようになっております。 

教育長  

  ありがとうございました。また今後詳細な分析を行って、市町村等と意見交換 

をしながら取組んでいきますのでよろしくお願いします。 

教育長 

  この件については、これでよろしいでしょうか。 

（委員了承） 

教育長 

ありがとうございます。 

 

※ここで、非公開議案を審議するため、教育長が傍聴人等の退室を指示した。 

 

教育長 

  ありがとうございました。 

  引き続きよろしくお願いします。 

 

６ 次回開催日 

  教育長が、次回の定例教育委員会は令和６年（２０２４年）９月３日（火）教

育委員会室で開催することを確認した。開催時間は、午前９時３０分から。 

 

７ 閉 会 

  教育長が閉会を宣言した。午後０時２５分。 


